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子どものための芸術文化活動
−「成長のための芸術」プロジェクトを事例に−

外国語学部　小　林　純　子

はじめに

　パリ市は、子どもと美術館などの文化施設との持続的な関係を可能にする文化活動
の諸プログラムに財政支援を行い、さまざまな芸術表現に親しむことを目的とした

「成長のための芸術 Art pour grandir」プロジェクト（以下、APG）を実施している。
　このプロジェクトの特徴は、第一に、学校や余暇センターなどの公的教育機関に登
録している子どもを対象としていることである。第二に、美術館などの文化施設を通
じた文化の普及を目指していることである。第三に、参加者としての子どもは、演劇
であれ、音楽であれ、造形芸術であれ、共同で作品をつくりあげるということである。
そこでは、芸術文化活動が誰を対象としているのか、活動においてどのような実践を
行うのか、活動が何を目的とするのかが、あらかじめ方向付けられている。
　芸術文化を対象とした研究の範囲は、作品や作家のみならず、作品が生産される環
境や条件、芸術文化を実践する参加者、参加者と作品の相互作用など、さまざまな領
域にわたる。このうち、参加者を研究の対象とした社会学的アプローチが発展したの
は 1960 年代ころであるとされる。ブルデューは、余暇や文化の普及などについて一
連の業績を残し、「文化実践やその参加者は、選別や社会カテゴリーへの所属という
基準によって決まる選択に応じて形成される」とした 1。ブルデューにとって個人の
選択と考えられるものは、所属する社会カテゴリーの価値を内面化した結果である。
内面化のメカニズムは学校教育機関によって形成され、その人物の文化を形成する。
こうしたブルデューの理論を批判的に検討したムクトゥリは、参加者は、むしろ社会
的・政治的な複合的プロセスから成り立っていると述べる。ムクトゥリにとって「参
加者は一度だけ形成されるひとつのグループではなく、形成されては解体され、時代
に応じて異なる社会的集団から形成される生きた組織」である 2。このような見方は、
参加者を固定的なもの、社会カテゴリーに拘束されたものとする捉え方から解放する。
　APG の参加者は公的教育機関に所属する子どもたちから成り立っている。プログ
ラムには人数枠が設定されており、その範囲で参加者は制度的に選別される。そこで
行われる文化実践は、かれらが自由に選んだ結果ではなく、政策によって「文化」と
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して設定されたものである。その文化は、家庭によってはアクセスが限られたもの、
あるいはそこにアクセスするには家庭に知識や資本が求められるような「文化」であ
る。APG は、こうしたある種の序列化された「文化」へのアクセスを、社会カテゴ
リーに関係なく、等しく保障することをうたっている。この意味で、APG の文化実
践とその参加者は社会カテゴリーからの解放を目指しているようにみえる。しかしそ
れは実際にそのような効果を生んでいるのだろうか。制度化された芸術文化活動にお
いて、参加者、作品、文化施設や教育施設のそれぞれにはどのような特徴があり、そ
れらは相互にいかなる関係におかれているのだろうか。

1.　「成長のための芸術」プロジェクトの目的

　APG は 2009 年から始まり、2013 年の新学期（9 月）に活動の 5 年目を迎えた。パ
リのすべての子どもと若者の、文化ならびに芸術文化機関へのアクセスの促進を目的
とした諸活動の枠組みで、そこにはさまざまなプログラムが含まれている。この目的
の背景には、文化や芸術文化機関へのアクセスは家庭によって異なり、中には経済的
手段をもたないためにそこへのアクセスが限られている家庭もあるという認識の共
有がある。たとえば APG コーディネーターの一人は、プロジェクトに関する市の役
割を「家庭では経済的手段の欠如から美術館や劇場や映画館などにアクセスできず、
手に入れることのできないパリの伝統的な文化を提供すること」と表現している 3。
　パリ市が発行したパンフレット「学校周辺活動教育憲章」には、APG を含むパリ
市による余暇活動や放課後活動の基本方針が明記されている。それは「子どもの豊か
な成長を支援すること」、「共に生きることを学ぶこと」、「平等を目指して働きかける
こと」の 3 つである。このように、APG は「文化、新技術、スポーツ、環境の発見」
などの機会を子どもたちに等しく提供し、出自や性別の違いを乗り越えすべての子ど
もが共に生きることを学ぶという方向性をふまえたプロジェクトなのである 4。これ
は文化実践へのアクセスの民主化、すなわち文化実践の社会カテゴリーからの解放の
目的を明確に示したものといえる。
　それでは、APG で提供されている「文化」は具体的にはどのようなものを指して
いるだろうか。APG の一般向けパンフレットには、このプロジェクトの目的は「子
どもたちが美術館、音楽、現代美術、写真、演劇、デジタルアート、曲芸、詩、ビデオ、
ドキュメンタリー映像、映画、舞踊、建築などと親しむこと」と記されている。しか
し携帯電話やインターネットをはじめとする情報通信技術やその端末機器に囲まれ
た現代社会を生きる子どもにとって、写真、音楽、デジタルアート、映画やビデオな
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どは、伝統文化というよりはむしろ身近に感じられるものなのではないだろうか。な
るほど確かに、パソコンやカメラなどの機器を手に入れることが困難な家庭もあるか
もしれない。だが、こうした「文化」は果たしてアクセスしにくいものなのだろうか。
　表 1 は、APG の枠組みにおいて 2013-2014 年度に行われた活動を分野ごとに分類
したものである。諸々の活動は美術館との共同活動、映画や写真に関連した活動、文
学に関連した活動、人形劇や曲芸をふくめた演劇や舞踊に関連した活動、パリの市立
コンセルヴァトワールを中心とした音楽活動などにまとめられる 5。これらの活動は、
前年度から継続して行われているものである。そのほか、特定の中学校を対象とした

出所 : Marie de Paris, L’Art pour grandir, « Les projets 2013-2014 » （consulté le 02/02/2015） 
　　　http://www.paris.fr/accueil/societe/l-art-pour-grandir/rub_9651_dossier_85171_port_23756より筆者作成

出所 : Marie de Paris, L’Art pour grandir, « Les projets 2013-2014 » （consulté le 02/02/2015） 
　　　http://www.paris.fr/accueil/societe/l-art-pour-grandir/rub_9651_dossier_85171_port_23756より筆者作成

出所 : Minisitère de la culture et communication,    
　　　« MUSEOSTAT2009 », p. 24より筆者作成。

出所 : Minisitère de la culture et communication,    
　　　« MUSEOSTAT2007 », p. 10より筆者作成。 

出所 : Marie de Paris, L’Art pour grandir, « Les projets 2013-2014 » （consulté le 02/02/2015） 
　　　http://www.paris.fr/accueil/societe/l-art-pour-grandir/rub_9651_dossier_85171_port_23756より筆者作成

【表 1】「2013 − 2014　成長のための芸術プログラムリスト」（　）内は学校数
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さまざまな活動がある。これらを演劇・舞踊型、音楽型、文学型、映画・写真・絵画型、
複合型に分類すると、演劇・舞踏や音楽に関連した活動が比較的多いことがわかる（表
2）。注目すべきは、各活動内容にみられる文化へのアプローチの方法である。

　紙幅の関係で活動内容の記述が不十分なものもあるが、たとえば、表 1 の映画・写
真に分類される活動で、60 以上の余暇センターといくつかの小学校がヨーロッパ写
真センターなどの文化機関と行っている「写真レンズ－子どもたちの大文字（首都）
の挑戦（パリ）Objectif photo – le pari（s） des enfants」というプログラムでは、
毎年テーマが決められ、写真専門家やアニマトゥールや美術の教師の助けを借りて子
ども自身が作品をつくりあげる 6。写真活動に携わったアニマトゥールによれば、こ
の活動は全 5 回で構成され、写真関連のアーティストとアニマトゥールが協同で行う
活動である。カメラは文化機関から貸し出しされ、アーティストとともにカメラの使
い方などの技術面を学ぶと同時に、パリの街に出て実際に撮影を行う。その後アニマ
トゥールとともに子どもはこれまでどのような写真を撮ったのか、何を行ったかを確
認し、撮った写真を切り貼りしながら一つのノートをつくる。この一連の作業は余暇
センターごとに行われる。こうして作り上げられた余暇センターのすべての作品や写
真は、アーティストとともに選ばれ、最終的に展覧会で公開される。
　2013 － 2014 年のテーマは「公共空間における書かれたものの存在 La présence de 
l’écrit dans l’espace public」である。2012 － 2013 年のテーマは「目に見えないパリ
Paris invisible」であった。パリ市が公開している活動の記録映像をみると、普段私
たちが気づかないような子どもの視線が写真に収められ、子どもからみたパリが写し
取られている様子がわかる。2011 － 2012 年のテーマは「多文化のパリ、国際性のパ
リ Paris multiculturel, Paris cosmopolite」であった。作品集をみると、子どもたち
の作品はセンターによって実にさまざまである。あるセンターの子どもは、肉屋の値
札に付いている中国語、モスクに見られるアラビア語、テイクアウトのできる店の看
板に見られるヘブライ語や英語、駅名に付いているフランス語など、街に溢れる様々

出所 : Marie de Paris, L’Art pour grandir, « Les projets 2013-2014 » （consulté le 02/02/2015） 
　　　http://www.paris.fr/accueil/societe/l-art-pour-grandir/rub_9651_dossier_85171_port_23756より筆者作成

出所 : Marie de Paris, L’Art pour grandir, « Les projets 2013-2014 » （consulté le 02/02/2015） 
　　　http://www.paris.fr/accueil/societe/l-art-pour-grandir/rub_9651_dossier_85171_port_23756より筆者作成

出所 : Minisitère de la culture et communication,    
　　　« MUSEOSTAT2009 », p. 24より筆者作成。

出所 : Minisitère de la culture et communication,    
　　　« MUSEOSTAT2007 », p. 10より筆者作成。 

出所 : Marie de Paris, L’Art pour grandir, « Les projets 2013-2014 » （consulté le 02/02/2015） 
　　　http://www.paris.fr/accueil/societe/l-art-pour-grandir/rub_9651_dossier_85171_port_23756より筆者作成

【表 2】「2013 − 2014　成長のための芸術プログラムリスト（芸術家たちのレジデンス）」
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な文字を撮影している 7。また別のセンターの子どもは、街を行く様々な人々のポー
トレートを撮影し、そのまま並べたり、それを自分の顔に重ねたりしている。あるい
はまた別のセンターの子どもは、顔写真を切り、同じように切った顔写真のパーツと
組み合わせたコラージュを世界地図の上に置いている。さらに別のセンターでは、日
本料理、アフリカの料理、中国料理などのレストラン、食材、衣服、オブジェなどを
色別に並べた作品をつくり、また別のセンターでは子どもたちが日本の着物、チャイ
ナドレス、マルチニークのドレスなど、民族衣装をまとって写真を組み合わせた作品
をつくっている。
　この活動は「イメージの受動的な消費者としての子どもが知識をもった愛好家とな
り、自らの想像の領域を規定していくことができるようになるには、彼らの鋭敏なま
なざしをどのように育てたらよいのか」と問いかける 8。そこでは、子どもは写真活
動において自分の好きなものを自分の機器で撮影し、撮影されたものを保存し、ただ
眺めるだけではない。かれらは共通のテーマに自分の視点を提供し、共同制作の作品
として公に向けて発信し、そして共有するのである。「文化」の活動に携わり、作品
をつくりあげるという参加の仕方は、他のほとんどの活動でも同じように見られるも
のである。映画においても単に作品を鑑賞するのではなく、子どもたちは撮影するも
のとして参加していることが分かる。演劇においても、子どもは観客として上演作品
を眺めるだけでなく、自ら作品に関わる表現者として参加する。ときにはシナリオや
音楽を考えることもある。参加型にすることに伴う困難も存在する。演劇活動に携わ
るアニマトゥールによれば、演劇は継続的な練習を必要とするが、子どもの興味は
様々な方面に向かうので、最後までやり通せない子どもも現れるためである。このた
め、役が決まってからは、途中で演劇をやめることがどのような効果を生むのかを子
どもに考えさせることもアニマトゥールの役割となる。
　このように、APG は「文化」へのアクセスを保障しているだけではない。プログ
ラムが提供している「文化」がたとえ容易に手に入るものであっても、あるいはこう
した「文化」が容易に手に入るものであるからこそ、APG はそのような文化とどの
ように関わるべきかを学ぶ場になっているといえる。文化との関わり方を知ること
は、「文化」を消費するだけでなく、その創造に主体的に関わることのできる態度を
形成するために極めて重要な役割を果たしている。また APG の活動は多様性に富ん
でいるため、「卑近な現代文化」と「高尚な伝統文化」という序列化をなくし、文化
実践を民主化する役割も果たしている。
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2.　「成長のための芸術」の参加者

　APG の活動においては芸術文化機関と、教育機関（保育学校、小学校、中学校、高校、
余暇センター、院内教室など）とが組み合わされ、「小学校、余暇センター、芸術文
化機関、アーティストのつながりを発展させる」ことによって、その目的である「文
化へのアクセス」を促進しようとしている。
　たとえば、美術館に分類される活動のうち、「美術館の国でAu pays des musées」（以
下、APM）というプログラムは、市内の余暇センターのいくつかが、それぞれパリ
市立の美術館のひとつと「姉妹関係」を結び、美術館での鑑賞や、鑑賞を通じたオリ
ジナル作品の共同制作を行う。パリ市のウェブページで APM に関与しているとされ
る市立美術館は 9 つあるが、パリ市立の
諸美術館（博物館、資料館、記念館など
を含む）を統括して運営を担う公的機関

「パリ・ミュゼ」は、市立美術館を 14 と
している 9。これらの美術館は、作品数に
おいても施設面積においてもルーブル美
術館やオルセー美術館などの国立美術館
より規模が小さく、一般の来訪者が少な
いため、子どもの教育活動の場として利
用しやすいという特徴をもっている。実
際、夏期長期休暇中に市立美術館を訪れ
ると、子どものグループが指導者の大人
を囲んで話を聞いたり、活動をしたりし
ている様子をたびたび目にする。APG の
コーディネーターによれば、これらの美
術館は市立であることから、市の活動と
して余暇センターが施設を利用する場合
にも費用は生じない。またどちらも市の
管轄であるため連絡がとりやすいという
利点もある。
　とはいえ、すべての余暇センターがこ
れらの芸術文化施設を有効に利用できる
とはかぎらない。施設が余暇センターか

出所 : Marie de Paris, L’Art pour grandir, « Les projets 2013-2014 » （consulté le 02/02/2015） 
　　　http://www.paris.fr/accueil/societe/l-art-pour-grandir/rub_9651_dossier_85171_port_23756より筆者作成

出所 : Marie de Paris, L’Art pour grandir, « Les projets 2013-2014 » （consulté le 02/02/2015） 
　　　http://www.paris.fr/accueil/societe/l-art-pour-grandir/rub_9651_dossier_85171_port_23756より筆者作成

出所 : Minisitère de la culture et communication,    
　　　« MUSEOSTAT2009 », p. 24より筆者作成。

出所 : Minisitère de la culture et communication,    
　　　« MUSEOSTAT2007 », p. 10より筆者作成。 

出所 : Marie de Paris, L’Art pour grandir, « Les projets 2013-2014 » （consulté le 02/02/2015） 
　　　http://www.paris.fr/accueil/societe/l-art-pour-grandir/rub_9651_dossier_85171_port_23756より筆者作成

【表 3】「地域県別美術館数」　
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ら地理的に遠い場合は利用が現実的に難しい。
施設が集中する地区とそうでない地区の間に
は明白な地理的格差が生じることになる。フ
ランスの文化コミュニケーション省によれば、
美術館・博物館はイル・ド・フランス地方（首
都パリを含むパリ県、セーヌ・エ・マルヌ県、
イヴリーヌ県、エッソンヌ県、オー・ド・セー
ヌ県、セーヌ・サン・ドニ県、ヴァル・ド・
マルヌ県、ヴァル・ドワーズ県）に集中して
いる（表 3）。さらに、美術館への来場者数が
年間 1 万人を越える県を 6 つ取り上げた表 4 から、パリには 56 の美術館が集中して
いることが分かる。このように、APM においてコラボレーションが可能な教育機関
の数は、地理的・財政的・運営的制約により大きく左右される。
　他方で、芸術文化施設のほうでも、受け入れ可能な企画の規模や子どもの人数には
限界がある。たとえば、コンセルヴァトワールの活動は、ひとつの教育機関との協同
で行われることがほとんどである（表 1）。また、小さな劇場についても、受け入れ
人数の限界から、協力して活動できる教育機関はあまり多くない。比較的大きな美術
館でさえ、一般来場者を受け入れながら子どものための教育活動を運営することは、
人数制限を行わなければ不可能である。それゆえ、毎年 APG に関わることのできる
教育機関は、2010 － 2011 年以降大きく前進している中学校を除き、小学校と余暇セ
ンターでそれぞれ総数の 40 パーセント未満にとどまっている（表 5）。
　しかし APM は教育機関を通じて美術館と子どもをつなぐプログラムのひとつにす
ぎない。ルーブル美術館やオルセー美術館などの国立美術館でも、美術館独自の子ど
も向けのプログラムは用意されており、余暇センターの普段の活動において APM の
枠外で美術館訪問を取り入れる場合もあり得る。ただしその場合も、美術館を利用し

出所 : Marie de Paris, L’Art pour grandir, « Les projets 2013-2014 » （consulté le 02/02/2015） 
　　　http://www.paris.fr/accueil/societe/l-art-pour-grandir/rub_9651_dossier_85171_port_23756より筆者作成

出所 : Marie de Paris, L’Art pour grandir, « Les projets 2013-2014 » （consulté le 02/02/2015） 
　　　http://www.paris.fr/accueil/societe/l-art-pour-grandir/rub_9651_dossier_85171_port_23756より筆者作成

出所 : Minisitère de la culture et communication,    
　　　« MUSEOSTAT2009 », p. 24より筆者作成。

出所 : Minisitère de la culture et communication,    
　　　« MUSEOSTAT2007 », p. 10より筆者作成。 

出所 : Marie de Paris, L’Art pour grandir, « Les projets 2013-2014 » （consulté le 02/02/2015） 
　　　http://www.paris.fr/accueil/societe/l-art-pour-grandir/rub_9651_dossier_85171_port_23756より筆者作成

【表 5】「成長のための芸術APGに関わった教育機関の割合」（％）

出所 : Marie de Paris, L’Art pour grandir, « Les projets 2013-2014 » （consulté le 02/02/2015） 
　　　http://www.paris.fr/accueil/societe/l-art-pour-grandir/rub_9651_dossier_85171_port_23756より筆者作成

出所 : Marie de Paris, L’Art pour grandir, « Les projets 2013-2014 » （consulté le 02/02/2015） 
　　　http://www.paris.fr/accueil/societe/l-art-pour-grandir/rub_9651_dossier_85171_port_23756より筆者作成

出所 : Minisitère de la culture et communication,    
　　　« MUSEOSTAT2009 », p. 24より筆者作成。

出所 : Minisitère de la culture et communication,    
　　　« MUSEOSTAT2007 », p. 10より筆者作成。 

出所 : Marie de Paris, L’Art pour grandir, « Les projets 2013-2014 » （consulté le 02/02/2015） 
　　　http://www.paris.fr/accueil/societe/l-art-pour-grandir/rub_9651_dossier_85171_port_23756より筆者作成

【表 4】「県別美術館数」
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た活動を行うかどうかは、アニマトゥールが積極的な姿勢をもつかどうか、教育機関
から美術館への移動が容易かどうかによって左右される。APG コーディネーターに
よれば、美術館の種類や場所、作品に関する知識、美術館で行われている活動の情報
を活用でき、さらに移動手段も財政的手段も持ち合わせているため、APM を利用せ
ず子どもを自分で文化施設に連れてゆく家庭も存在する。
　以上のように、子どもの芸術文化活動のために美術館等の公的施設を利用すること
には、制度的にさまざまな限界があり、その点において APG には課題が残されてい
るといえる。

3.　「成長のための芸術」の展開

　それでは学校において、また余暇センターにおいて、APG の諸プログラムは具体
的にどのように実施されているのだろうか。APG の諸プログラムは基本的に授業期
間中の活動であり、学校の長期休暇期間中、とりわけ夏季休暇中には余暇センターに
おいても行われていない。
　たとえば中学校では、「芸術家による参加の教育的側面」に関する通達（2010 年 3
月 5 日）をもとに、「芸術家たちのレジデンス les résidences d’artistes」を 30 の中
学校で実施している 10。この通達は全国の小・中・高の各学校が連携して芸術家を迎
え入れ、芸術文化教育を振興しようとする枠組みを示したもので、「地域の特徴を考
慮した新しい活力」を取り入れることを目指している。2010 年の通達は、学校教育
のカリキュラムに美術史をおくことや、学校における芸術関連の特別な時間、授業
後の教育随伴支援時における芸術文化実践を促す「芸術文化教育の発展」に関する
2008 年の通達をふまえたものである 11。教育随伴支援とは、放課後に教育省が学習
支援やスポーツや芸術文化活動を行うもので、主な担い手を教師とする。教育随伴支
援のほとんどは中学校で実施されている。パリでは、こうした中学校の「芸術家たち
のレジデンス」のプログラムが APG の一部を成している。このように、APG が学校
教育機関と共同で行われる場合には、学校内外の既存の教育活動の枠組みのなかで利
用されることもある。
　いっぽう余暇センターは、授業期間中は水曜日の午後に子どもを受け入れる。
APG のプログラムに関与している余暇センターは、その多くが美術館との連携プロ
グラム APM と、ヨーロッパ写真センターとのコラボレーションに携わっている。
APG のコーディネーターによれば、2014 − 2015 年は 50 あまりの余暇センターが参
加した。2013 年－ 2014 年（48 センター）、2012 年－ 2013 年（81 センター）、2011
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年－ 2012 年（75 センター）、2010 年－ 2011 年（91 センター）と比較すると、APM
に参加する余暇センターは減少傾向にある。APM に参加できる余暇センターは限ら
れているため、区の大きさや子どもの数に応じて、パリ市学校教育課 DASCO が学
校教育課の支部 CAS/CASPE それぞれに対する空席配分を決める。その後各支部は、
余暇センター責任者に対しプログラムの提案を行う。余暇センターの責任者は、所属
するアニマトゥールの能力や専門性を勘案して、当該センターがそのプログラムに参
加するかどうかの意思表示を行う。このように、APM への参加は強制ではなく、余
暇センターの自由な選択にゆだねられているが、それゆえに参加するセンターが固定
化するおそれもある。
　APG のコーディネーターによれば、どの余暇センターが美術館とのコラボレー
ションに参加するのかが決まると、美術館の教育部門担当者と余暇センターのアニマ
トゥールとの間で共同会議が行われ、各アニマトゥールは美術館側の担当者と個別に
連絡を取り合うことになる。余暇センターの子どもたちは美術館やアトリエを訪れ、
作品にまつわる物語などを聞く。その後余暇センターに戻り、見てきた作品を再び振
り返り、本などで理解を深め、子どもが共同で作品の制作に取り組むことができるよ
うに準備をする。各自がそれぞれの作品を制作するのではなく、余暇センターでひと
つの作品作りに全員が参加する。仕上げの段階では美術館側の担当者が余暇センター
を訪れ、作品に変化を加えたり、アドバイスを与えて方向付けを行ったりする。先に
紹介した「写真レンズ」プログラムと同様に、2010 − 2011 年は「水の流れに沿って」、
2013 − 2014 年は「ベルエポックのパリ」など、毎年特定のテーマがあり、最終的に
子どもが共同制作を行った作品は、市立美術館など展示会場で公開される。作品には
絵画、切り絵、貼り絵、これらの組み合わせなどの平面のものもあれば、人形、屏風、
さまざまなオブジェなど立体のものもある。
　このように、APG における作品の制作は、個別の子どもがそれぞれ個人的な作品
を残すのではなく、さまざまな出自をもつ参加者としての子どもが、共同でひとつの
作品を作り上げる過程である。これは参加者全員による協同作業という点で、文化実
践に存在する異なる社会カテゴリーの境界線を越える試みであると考えられる。
　フランスでは 2013 年から 2014 年にかけて小学校の授業時間割編成が全国的に見直
されたことにより、多くの市町村において、水曜日の午前中に授業を行い、そのかわ
りに別の曜日の授業時間が削減されることになった。このため学校が早めに終わる日
が生じ、学校終了時には仕事があって迎えに行くことのできない親のために各市町村
は子どもを預かる制度をつくることになった。パリ市では水曜日の午後から余暇セ
ンターの活動を行い、これまで存在しなかった火曜日と金曜日の 15 時から 16 時半の
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いわゆる放課後時間に「学校周辺活動」を提供することになった。この活動に参加す
るか否かは親にゆだねられているが、多くの親は子どもを預けざるを得ないのでこの
活動を利用しているという。アニマトゥールのひとりは、子どもはこの活動において
自分とは異なる他者と交流し、開かれた態度を形成し、共に生きることを学ぶと述べ
ている。パリ市の時間割編成見直しプロジェクト関係者によれば、パリ市ではこの活
動を 2013 年から始め、主にアニマトゥールとアソシエーションをその担い手とした。
アニマトゥールはこれまでも余暇センターでの活動を行ったり、既存の放課後学校周
辺活動（16 時半から 18 時）を行ったりしてきたため、活動の実施そのものが難しい
ということはなかったという。
　教育社会学分野の研究においては、子どもの出身階層に応じた「教育の不平等」の
問題は、授業が行われる学校の時間のみならず、授業後にどのように時間を過ごすか
においても顕著にあらわれると考えられている 12。公的機関による現在の放課後や余
暇の制度はさまざまな外部的条件によって形成されたものといえるが、参加者である
子どもたちにとっては、社会カテゴリーから解放されるための文化的実践の場となる
可能性を秘めている。

おわりに

　本稿では、パリ市による子どものための芸術文化活動 APG を取り上げ、その目的、
参加者、作品の制作プロセスなどを明らかにした。そこでは子どもたちを文化実践へ
と導くのみならず、文化そのものの序列化を解消して民主化しようとするはたらき
が認められた。APG の実践にはさまざまな制度的な課題が残されているが、参加者
である子どもたちが制作プロセスの協同作業において文化実践における社会カテゴ
リーから解放されるという効果は極めて重要であると考えられる。
　本稿には以下の課題が残された。第一に、参加者と作品・制作活動の関係を十分に
解明できなかった。とりわけ参加者が作品制作や作品をどのように受けとめているか
を明らかにするためには、参加者としての子ども、親、文化施設、教育機関、職員な
どに対する聞きとり調査が必要であろう。第二に、目的として掲げられたことがらが
実際にどれだけ達成されたかを明らかにすることである。これについても、子どもた
ちのその後の活動の継続や意識の変化について、さらに時間をかけた調査が必要であ
ろう。
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